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町の農業に
　 新たな芽吹き

雪
解
け
の
清
ら
か
な
水
で
育
ま
れ
た
お
い
し
い
米
。

豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
味
わ
い
深
い
野
菜
の
数
々
。

こ
れ
ら
宝
と
言
え
る
「
金
山
町
の
産
物
」
を
使
い
、

農
業
に
携
わ
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
農
業
に
取
り
組
む

団
体
の
設
立
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
地
域
に
合
っ
た
特
産
品
の

　
開
発
・
加
工
・
販
売
・
宣
伝

　

ア
ザ
キ
大
根
・
エ
ゴ
マ
等
を

付
加
価
値
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
品

と
し
て
確
立
す
る
。

○
農
産
品
の
一
括
買
取
や
販
売

　

奥
会
津
金
山
赤
カ
ボ
チ
ャ
等

町
の
特
産
品
を
全
量
買
い
取
っ

主
な
事
業
計
画

農業の振興を誓う発起人　渡部宏昭さん・長谷川律夫町長・押部清夫さん・遠藤文章さん（左から）
　

３
月
、
金
山
町
に
新
し
い
農

業
生
産
法
人
「
㈱
奥
会
津
金
山

大
自
然
」
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

　

新
法
人
は
、
閉
校
に
よ
り
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
た
旧
横
田
中

学
校
の
校
舎
を
拠
点
に
、
町
や

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
等
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
町
の
農
業
の
底

上
げ
を
図
り
ま
す
。

株式会社 奥会津金山大自然を設立へ

て
品
質
別
に
仕
分
け
、
価
格
の

ば
ら
つ
き
や
品
質
の
平
準
化
を

図
っ
て
行
く
。

○
町
内
企
業
団
体
と
の
連
携

　

町
の
特
産
品
を
製
造
・
販
売

す
る
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

新
し
い
加
工
法
や
販
売
ル
ー
ト

の
発
掘
等
を
実
施
す
る
。

○
地
域
農
業
の
受
託

　

高
齢
化
等
で
農
業
を
離
れ
た

方
か
ら
農
作
業
を
請
け
負
い
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
ぐ
。

○
園
芸
作
物
の
取
り
組
み

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、

施
設
園
芸
に
取
り
組
む
。

○
水
稲
部
門
の
維
持
・
発
展

　

金
山
農
業
サ
ー
ビ
ス
が
担
っ

て
き
た
仕
事
を
引
き
継
ぎ
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
。

ブランド化を図る
町の特産品

甘みが特徴の奥会津
金山赤カボチャ

咲き誇る花も
鮮やかなあざき大根

優れた健康効果が
魅力のエゴマ
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○
一
定
条
件
を
満
た
す
と
農
業

生
産
法
人
以
外
の
一
般
法
人

や
農
業
に
常
時
従
事
し
な
い

個
人
で
も
農
地
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
農
地
の
取
得
は
で
き
ま
せ
ん
。

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
点

米の戸別所得補償
モデル事業について

　意欲ある農家が水田農業を継続できる環境
を整えることを目的に所得補償が実施されま
す。平成２２年度は本格実施に向けての検証
を行うためのモデル事業が実施されます。
※内容は変更される可能性があります。
○交付対象者
米の生産数量目標に即した生産を行った販
売農家・集落農営組織のうち、水稲共済加
入者または、前年度の出荷・販売実績のあ
る方
○交付対象面積
主食用米の作付面積から一律１０ａ控除し
て算出
○補償の仕組み
•定額部分
　１０ａ当たり１５，０００円（全国一律）
•変動部分
当年産の販売価格が標準的な販売価格（過
去３年間）を下回った場合、その差額を基
に変動部分の交付単価を算出

　

今
回
誕
生
す
る
新
法
人
を
立

ち
上
げ
る
３
名
の
方
に
、
農
業

の
魅
力
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込

み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

押
部
清
夫
さ
ん
（
八
町
）

　
「
金
山
町
は
自
然
の
宝
庫
。

こ
の
自
然
が
生
み
出
す
恵
み
を

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
農
業
を
と
お

し
て
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む

金
山
町
の
け
ん
引
車
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。
農

業
は
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
と

同
じ
。
自
分
が
手
を
加
え
れ
ば

加
え
た
だ
け
よ
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
魅
力
だ
と
感
じ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

法
人
設
立
と
農
業
へ
の
思
い

渡
部
宏
昭
さ
ん
（
大
塩
）

　
「
自
然
を
相
手
に
作
物
を
作

る
こ
と
。
自
分
の
や
り
方
次
第

で
作
物
の
出
来
不
出
来
や
収
穫

量
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と

こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
る
。
事
業

と
し
て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

育
苗
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
等
の
仕
事
を
引
き
続
き
行

い
な
が
ら
、
新
し
い
農
業
の
取

り
組
み
を
手
が
け
た
い
。
一
つ

は
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
耕
作
で

き
な
く
な
っ
た
農
地
を
、
こ
れ

以
上
荒
ら
さ
な
い
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
た
だ

単
に
作
物
を
作
る
だ
け
で
は
な

く
加
工
す
る
等
し
て
付
加
価
値

の
高
い
特
産
品
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
話
し

ま
し
た
。

遠
藤
文
章
さ
ん
（
西
谷
）

　
「
自
分
が
や
っ
た
こ
と
が
報

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
う

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
難
し
い

仕
事
な
の
が
魅
力
で
す
。
町
に

住
む
多
く
の
人
も
農
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
の
人
か
ら
教
わ

る
こ
と
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
農
家
の
人
た
ち

と
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る
楽
し

さ
も
あ
り
ま
す
。
発
起
人
３
人

の
中
で
一
番
若
い
の
で
が
む
し

ゃ
ら
に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

新
法
人
は
、
農
業
に
携
わ
る

皆
さ
ん
と
と
も
に
農
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
農
業
を
通
し
た

新
た
な
町
づ
く
り
や
町
の
産
業

の
中
心
へ
と
成
長
し
て
い
く
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

豊かな自然が育むおいしい米

農
地
に
関
す
る
法
律
が
変
わ
り
ま
し
た

　

食
料
生
産
の
資
源
で
あ
る
農

地
を
活
か
す
こ
と
、
農
地
を
利

用
す
る
方
の
権
利
を
守
る
こ
と

等
を
目
的
に
農
地
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
12
月
15
日
に
改
正
農
地

法
が
施
行
さ
れ
、
農
地
を
借
り

る
条
件
等
が
変
わ
り
ま
し
た
。

主
な
変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得

す
る
方
は
10
か
月
以
内
に
農

業
委
員
会
へ
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

○
違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
違
反
転
用
と
は
県
知
事
等
の

許
可
な
く
農
地
を
農
地
以
外
の

用
途
に
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

○
農
地
取
得
の
許
可
要
件
が
厳

格
に
な
り
ま
し
た
。

規
制
が
強
化
さ
れ
た
点

○
設
定
で
き
る
農
地
の
賃
貸
借

期
間
が
20
年
以
内
か
ら
50
年

以
内
に
な
り
ま
し
た
。

○
農
地
を
取
得
す
る
に
あ
た
り

権
利
取
得
後
保
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
経
営
農
地
面
積

の
一
部
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

•
旧
横
田
村
50
ａ

•
そ
の
他
の
地
域
30
ａ

○
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
と

き
に
農
業
委
員
会
が
定
め
て

い
た
標
準
小
作
料
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

※
廃
止
さ
れ
た
標
準
小
作
料
に

代
わ
り
、
平
成
21
年
中
に
町
で

締
結
さ
れ
た
農
地
一
反
あ
た
り

の
平
均
賃
借
料
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
平
均
１
０
，
３
０
０
円

（
計
算
に
用
い
た
筆
数
63
）

　

こ
の
金
額
は
参
考
で
す
の
で
、

実
際
に
契
約
を
締
結
す
る
と
き

は
当
事
者
間
で
話
し
合
い
、
賃

借
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

 

☎
54
–
5
3
2
1

そ
の
他
の
変
更
点
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見事なお点
て

前
まえ

を披露
初釜茶会が開かれる
　平成２２年初釜茶会が１月１０日、ゆうゆう館で行われまし
た。これは石州流窓月会（渡辺ハツ代表・中川）が主催したも
のです。この日は薄茶席２席が設けられ、約４０人が会員の点

た

てた新春の一服と花びら餅を味わいました。参加者は「とても
おいしかったです」と感想を話し、飾られた寒牡丹の掛け軸や
朝鮮李朝時代の茶碗を珍しそうに眺めていました。

悪天候の中で力走する横山しほりさん上手にだんごをさす児童（川口保育所）

新春の一服を味わう参加者

　川口保育所のだんごさしは１月１５日に行わ
れました。児童たちは黄色や緑に鮮やかに色づ
けされた生地を手のひらで一つひとつ丸めてい
きました。そして茹であがっただんごをさし、
ひょうたん等の飾り付けをしました。飾り付け
が終わると保育士からだんごさしのいわれを聞
きました。
　また、横田保育所でも１月１４日にだんごさ
しが行われました。

小正月の伝統行事
だんごさしが行われる

お点前を披露する中丸玲子さんと半
はん

東
とう

の美結さん（大志）

　第５２回福島県中学校体育大会スキー競技大
会は１月１３日から１５日までの３日間、フェ
アリーランドかねやまスキー場と太郎布高原ク
ロスカントリーコースを会場に行われました。
生徒たちはアルペン競技とクロスカントリー競
技合計１０種目で、降り続く雪をとかすような
熱い戦いを繰り広げました。また、金山中学校
生徒が補助員として大会の運営を支えました。

悪天候の中熱い戦い
金山町を会場にスキー大会が開かれる
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　金山町交通対策協議会が主催する交通安全祈
願祭は１月２０日、川口地区の熊野神社で行わ
れ、関係者２５名が出席しました。
　神事が行われ、長谷川律夫町長・長谷川盛雄
町議会議長・五十嵐廣和会津坂下警察署長らが
玉ぐしを捧げ歩行中や車の運転中の無事故を祈
願しました。今後も平成１８年１１月１２日か
ら続く交通事故死者ゼロの継続が望まれます。

安全祈願祭で一年間の無事故を祈る
　町民スキー・スノーボード教室は１月２４日、
フェアリーランドかねやまスキー場で行われま
した。これは教育委員会が主催したものです。
絶好のスキーコンディションの中、小学生から
一般まで合わせて４２名が参加しました。参加
者は一人ひとりのレベルに応じた少人数のグル
ープを編成し、町スキー学校指導員の丁寧な指
導を受けてレベルアップを図っていました。

ウインタースポーツを満喫し
さわやかな汗を流す

無事故を祈願する出席者

　川口保育所のすくすく会は１月２３日に行われ、児
童たちは劇「ミュージカルエビカニクス」やうた等を
発表しました。保護者等約８０名が訪れ、発表が終わ
るたびに大きな拍手を送りました。
　また、１月３０日には横田保育所でほほえみ会が行
われ、保護者等約５０名が訪れ児童たちの劇「ももた
ろう」やおゆうぎを楽しみました。
　町内保育所の発表会は、新型インフルエンザの影響
で１２月から延期していました。

上手にできた
町内保育所で発表会

レベルアップを図る参加者

元気いっぱいおゆうぎする児童（横田保育所）

児童全員での合唱（横田保育所）大きい声で発表できた劇（川口保育所）
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　牛兵衛沢災害復旧工事完成祝賀会は１月２７日、生活体験館で行われ関係者約６０
名が出席しました。これは平成１９年２月７日に小栗山地区で発生した土砂災害の対
策工事が終了したことで行われました。席上、諏江祥太郎区長が「未曽有の災害から、
関係団体の協力でこの日を迎えられたことに感謝したい」とあいさつしました。長谷
川律夫町長等が祝辞を述べ、五十嵐廣和会津坂下警察署長の乾杯の発声で祝宴に入り、
参加者は３年間を振り返りそれぞれの労をねぎらいました。結びに五ノ井清二区長代
理の音頭で万歳三唱しました。

土砂災害からの復興
小栗山地区で祝賀会

工事が完了し安どの表情を見せる住民たちあいさつする諏江祥太郎区長

　株式会社アイネット（会津若松市）が１月２５
日来庁し、町に住宅用火災報知器７０個を寄贈
しました。株式会社アイネットは当町の高齢者
福祉に携わり、緊急通報システム事業の展開も
しています。今回の寄贈は創業２０周年を記念
し行ったものです。鈴木洋代表取締役は「地域
の安全・防災に少しでも役立てばうれしい」と話
しました。寄贈いただいた警報器は、アイネッ
トを利用し、設置を希望する方に届けられます。

早期発見に役立つ
火災報知器を寄贈

　文化財防火デーの１月２６日、町では大悲堂
（宮崎）と旧五十島家住宅の火災警報器や周辺の
消火栓の点検に１０名が参加しました。これは
教育委員会が会津坂下消防署金山出張所・町消
防団等の協力のもと実施しました。文化財防火
デーは昭和２４年１月２６日に、現存する世界
最古の木造建造物である法隆寺金堂が炎上し壁
画が焼損したことを契機に制定されました。

文化財保護の思いを新たに
町内でも点検作業が行われる

警報器を寄贈する鈴木洋代表取締役（中央）宮崎大悲堂での点検作業
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　よこたふれあい教室は１月２７日、横田公民
館で行われ１４名が参加しました。この日は滝
沢三郎さん（横田）を講師に迎えて、縄よりの
体験をしました。児童たちはまず、縄で模様を
付けた縄文土器の資料を見てから縄をより始め
ました。児童たちは「わらを足すにはどうする
んですか」等と質問をしながら自分の背丈より
も長い縄を作っていました。

先人の技を学ぶ
横田小児童が縄よりを体験

　１月３１日、中川地区を流れる只見川に２５
羽の白鳥の群れが飛来しているのが確認されま
した。飛来した白鳥は大きく羽を広げたり、く
ちばしを水につけたりしていました。また、４
～５羽で集まって水面に浮かんで羽を休めてい
ました。
　翌日には白鳥は飛び立ち、その姿を確認する
ことはできませんでした。

水面に優雅な姿
只見川に白鳥が飛来

上手に出来た縄より 只見川で羽を休める白鳥

　連合埼玉の雪交流ネットワーク除雪ボランテ
ィアは１月３０日に上横田地区で行われ約４０
名が雪かきを体験しました。参加者は「こんな
に雪が多いと家が傷むのが早そうだ」や「時間
までに終わるかな」等と話しながら作業に取り
組んでいました。作業を終えると上横田地区の
住民と交流を図りました。また、１月３１日に
は沼沢地区でも除雪作業が行われました。

豪雪地帯の雪かきを体験
連合埼玉が除雪ボランティア

　滝沢地区の豆まきは２月３日、滝沢集会所で
行われ約４０名が参加しました。かみしもを着
た菅家仁区長等が「鬼は外、福は内」と大きな
声で豆をまきました。また、地区の子どもたち
が役員の扮した鬼を退治しました。その後は抽
選会等が行われ、子どもから大人まで当選する
たびに大喜びをして、楽しいひとときを過ごし
ていました。

無病息災を願い
滝沢地区で豆まき

除雪に取り組む参加者子どもたちによる鬼退治
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あ の 人 こ の 人
１月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん
該当はありませんでした。
お二人で幸せに

該当はありませんでした。
霊よ安らかに

横　田　玲　子（85歳）横　田
横　田　信　子（86歳）横　田
横　田　國　雄（84歳）横　田
長谷川　トシイ（99歳）橋　立
諏　江　𣳾　二（85歳）大　志
滝　沢　波　江（89歳）上横田
江　口　信　郎（84歳）福　沢
大　竹　チトセ（96歳）山入二
中　井　德　次（79歳）玉　梨

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 2月 1日現在）

世 帯 数　1,140世帯（－ 5）
人　　口　2,623人　（－10）
　 男 　　1,235人　（－ 5）
　 女 　　1,388人　（－ 5）

※（　）内は先月比

「歳時記の郷・
奥会津フォトコンテスト」

入選作品の展示
　只見川電源流域振興協議会は、第
１３回「歳時記の郷・奥会津フォト
コンテスト」 の入選作品の展示を次
のとおり開催します。
▶開催期間　２月１２日（金）から
　　　　　　２月２１日（日）まで
▶開催時間
　午前１０時から午後５時
▶場所
　交流センター山びこ桐の里美術館
　（三島町）
◎問い合わせ
　只見川電源流域振興協議会
　☎０２４１－４８－５５３３

株式会社ハーベス新規採用者募集
　株式会社ハーベスは、新規採用者を次のとおり募集しま
す。応募される方は求人企業合同説明会へご参加ください。
▶職種　技術職（特殊潤滑剤の製造、生産技術の開発）
▶勤務地　•伊奈工場（埼玉県伊奈町）
　　　　　•会津滝沢工場（金山町滝沢）
▶募集人員　若干名
▶求人企業合同説明会の日程
•新規高校卒業者対象
　２月１７日（水）　午後１時から４時
　アピオスペース（会津若松市）
•新規大学卒業者対象
　２月１９日（金）　午後１時から４時
　大宮ソニックシティ市民ホール（さいたま市）
　詳しくは次のところにお問い合わせください。
◎問い合わせ　株式会社ハーベス
　☎０４８－８２４－２８２１

会津西部斎苑職員募集
　会津西部斎苑の指定管理者である株式会社会津ばんげ公
共サービスは、会津西部斎苑に勤務する正職員を募集しま
す。
▶職種
　火葬及び施設管理業務
▶受験資格
　昭和６０年以降に生まれた者（高校卒業見込みを含む）
▶募集人員　１名
▶応募締切　２月２５日（水）
　詳しくは次のところにお問い合わせください。
◎問い合わせ　株式会社会津ばんげ公共サービス
　☎０２４２－８３－１３４４

自動車の登録（移転・変更・抹消）は
お済みですか

　自動車税は毎年４月１日現在で運輸支局に登録されてい
る名義上の所有者（割賦購入の場合は使用者）に課税され
ます。例年「持っていない車の納税通知書が来た」や「納
税通知書が来ない」等の多くのトラブルが発生しています。
　住所が変わった方・自動車を人に譲った方・廃車した方
等は、納税通知書が間違いなく届くように、３月３１日ま
でに運輸支局で登録手続きを済ませましょう。
◎問い合わせ
　福島県会津地方振興局県税部課税第二課
　☎０２４２－２９－５２６１
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春季全国火災予防運動
▶期間　３月１日（月）～３月７日（日）
▶スローガン
　｢消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子｣
【３つの習慣】
○寝たばこは絶対にしない
○ストーブは燃えやすいものから離れた場所で使用する
○ガスコンロのそばを離れるときは必ず火を消す
【４つの対策】
○逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置する
○火災を小さいうちに消すために住宅用消火器
等を備える
○寝具や衣類に火が移らないように防炎製品を
使用する
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣
近所の協力体制をつくる
◎問い合わせ…会津坂下消防署金山出張所
　　　　　　　☎５５－３１００

会津坂下警察署からのお知らせ
警察官をかたる不審電話の認知状況

法務なんでも無料相談所を開設
　福島地方法務局は、取り扱っている登記・戸
籍・国籍・供託・人権擁護等の各業務について
国民のみなさんから気軽に相談いただけるよう、
法務なんでも無料相談所を下記のとおり開設し
ます。
▶日時　２月２０日（土）午前１０時～午後４時
▶場所　会津若松市中央公民館
▶内容　不動産・商業登記の手続き・遺産相続、

夫婦家庭内の問題、高齢者・子どもの
虐待、セクシャルハラスメント、
障害者の差別問題等について

▶担当者　法務局職員・公証人・人権擁護委員
※電話相談も併せてお受けしています。
　☎０２４－５３４－２０２１
　☎０１２０－００７－１１０
◎問い合わせ　福島地方法務局
　☎０２４－５３４－１９８３

多重債務相談窓口を開設
　福島財務事務所では、借金を抱えお悩みの方
からの相談に応じています。借金問題はさまざ
まな方法で必ず解決できます。お気軽にご相談
ください。
▶受付時間
　月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始除く）
　８時３０分から５時１５分
◎問い合わせ　財務省東北財務局福島財務事務所
　　　　　　　☎０２４－５３３－００６４

　昨年１２月末までの間に認知した警察官をか
たる不審電話は全国で約４，６００件、福島県
では２４９件（うち実被害３件、現金被害約３
９５万円）。福島県は全国被害の約５．４％で
全国ワースト６位。
※金山町では、１２月中刑法犯の発生はありま
せんでした。

　歯磨きの仕方をよく聞かれますが、コツは
そーっと磨くことに尽きます。「強く磨かない
と磨いた気がしない」という人がいますが、
強く磨くと歯ブラシの毛が変形した状態にな
るので掃きとり効果は悪くなり、更にそのま

歯磨きのコツ
市川公久 歯科医

診療所歯科だより
まの強圧で歯の境目の歯肉を刺激することで
歯肉がやせてしまい根っこが露出する「退縮」
が起きます。さらに強圧で磨くと根っこが楔
状に削られてしまいます。これを虫歯だと思
い診療に来られる方は非常に多いです。
　歯ブラシの毛が変形しない程度の圧で歯と
歯の間にも毛が行き届くように細かく磨きま
す。時々、隅々まで歯ブラシの毛先が行き渡
った磨き方をしているかどうか鏡を見ながら
歯磨きをしてみましょう。右利きの人は右側、
左利きの人は左側がうまく磨けないことが多
いようです。その辺りにも気を配って歯を磨
いてみてください。

◎問い合わせ…金山町国保診療所
　　　　　　　☎５４－２０３１

1022.2.10　広報かねやま



宮下病院だより宮下病院だより

図 書 室 だ よ り

山崎　豊子 著（文藝春秋 刊）
～主人公の政治部の新聞記者が沖縄返還に伴うス
クープを血眼になって求める様や返還の影に行わ
れた密約が描かれる。当時の政治家がほとんど実
名に近い仮名で描かれ、誰がだれなのか調べてい
くのもおもしろい。～

◆図書館の利用状況（１月分）
月間貸出冊数　５４冊
（うち児童書　１７冊）

◆県立図書館本の紹介
○華と緑の園芸（ブティック社）
○はじめての男の手料理
　山本　麗子 著（講談社）
○今さら恥ずかしくて人に聞けない
コトをズバリ解決！

　（主婦と生活社）

　貸し出しは１人３冊まで、貸し出し
期間は２週間です。土曜日も利用でき
ます。

◎問い合わせ　中央公民館
　☎５４-５３６０

☆　あたらしい本が入りました　☆
一般向け

～居酒屋に行ったような気持ちになる、おいしいメ
ニューがもりだくさん。～

一般向け

運命の人１

居酒屋の人気おつまみ（世界文化社）

松谷みよ子 著（童心社）
～テレビで話題の「怪談レストラン」の本が３０
巻のシリーズで入りました。～

児童向け 幽霊屋敷レストラン

おくすりのお話し

◎食事を抜いた時、薬も飲まない？
　一般に、血圧の薬や胃薬などは食事を抜いた
としても、いつも通りの時間に服用してくださ
い。注意が必要なのは糖尿病の薬です。食事を
全く摂らないで薬を飲むと低血糖になる恐れが
ありますので服用は避けてください。また、痛
み止めも空腹時に飲むと吐き気や胃の調子が悪
くなることがあります。なるべくお菓子やパン
など軽い食物を摂ってから服用しましょう。

◎目薬の使用期限と使い方
　目薬に表示してある使用期限は未開封の場合
です。開封したものは通常、１か月が期限とな
ります。たとえ冷蔵庫に保管しておいても細菌
による汚染の危険がありますので使用しないで
ください。
目薬の使い方
①使用前に手をよく洗う
②瓶の先がまつげやまぶたに触れないよう注意
する

③点眼は１回１～２滴とする
④点眼後は静かにまぶたを閉じ、まばたきをし
ないで約１～５分待つ

⑤目の回りにあふれた薬は拭き取り、手につい
た場合は洗い流す

⑥複数の目薬を併用する時は、５分以上間隔を
あける

⑦コンタクトをつけたまま点眼しない

◎漢方薬は食前または食間の空腹時に服用
します

　漢方薬は特別な指示がない限り、食前又は食
間に服用してください。食前とは食事の３０分
～１時間前、食間とは食事後２～３時間過ぎた
空腹時を言います。漢方薬の有効成分は、腸内
細菌によって分解吸収されます。空腹時に服用
することで、食物の影響を受けることなくすみ
やかに腸に達し、効果が現れると考えられます。
漢方薬は水で服用してもよいですが、お湯に溶
かして飲む方が煎じ薬に近い状態になると思わ
れます。風邪の初期や冷え性の方は温かくして
飲むと効果的です。

◎お茶と鉄剤の飲み合わせについて
　２０年ほど前まで、鉄剤についてはお茶での
服用を禁止していました。いわゆる「禁茶」で
す。鉄はお茶に含まれるタンニン酸と結合して
吸収が低下するためです。確かにお茶で服用す
ると鉄の吸収が半分以下になると言う報告もあ
ります。しかし、１９８６年、鉄欠乏性貧血の
患者さんについてお茶と水とで詳しく検討した
結果、緑茶で鉄剤を服用しても貧血の改善に影
響しないことがわかりました。また、薬の改良
もあり、以降、薬局での「禁茶」の表示が徐々
になくなりました。

11 広報かねやま　22.2.10
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★
第
26
回

私
の
言
い
た
い
こ
と

 

発
表
会

▼
日
時　
２
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

▼
会
場　
町
民
体
育
館 

２
階

　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

　

町
内
小
中
高
校
生
が
日
ご
ろ

の
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と

や
、
将
来
の
夢
等
に
つ
い
て
、

思
い
思
い
の
テ
ー
マ
で
自
分
の

考
え
を
発
表
し
ま
す
。

　

子
ど
も
数
が
減
少
し
て
い
る

今
日
、
子
ど
も
が
何
を
見
て
何

を
感
じ
て
い
る
の
か
、
み
な
さ

ん
も
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

★
書
き
初
め
展

　

同
日
、
町
民
体
育
館
内
に
町

内
小
中
学
生
の
書
き
初
め
を
展

示
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
力

作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

おじゃまします

詩画集を発表した奥さん

不自由さを乗り越え絵画制作

奥 庄一 さん（大塩）
　

今
月
は
制
作
し
た
絵
手
紙
や

ガ
ラ
ス
絵
等
の
作
品
を
収
め
た

ふ
る
さ
と
詩
画
集
「
青
い
空
が

見
た
い
か
ら
」
を
自
費
出
版
し

た
奥
庄
一
さ
ん
（
大
塩
）
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
思
い

　
「
青
い
空
が
見
た
い
か
ら
と

い
う
タ
イ
ト
ル
は
私
の
今
の
心

境
で
す
。
目
を
患
い
、
次
第
に

視
力
が
落
ち
て
い
く
中
で
作
品

を
描
い
て
い
ま
す
。
青
い
空
を

描
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
タ
イ
ト
ル
に
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
詩
画
集
は
私
と
同

じ
病
に
苦
し
ん
で
い
る
人
や
、

も
っ
と
重
い
障
害
を
持
つ
人
た

ち
の
生
き
る
活
力
と
な
る
応
援

歌
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
」
と
そ
の
思
い
を
話
し

ま
す
。

夢
中
に
な
る
作
品
づ
く
り

　
「
題
材
は
主
に
四
季
折
々
の

自
然
の
風
景
や
草
花
で
す
。
創

作
活
動
が
約
10
年
前
に
戻
っ
て

き
た
ふ
る
さ
と
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
に
色
紙
に
描
い
た
作
品
が

約
２
０
０
、
絵
手
紙
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
こ
の

詩
画
集
に
は
、
そ
の
中
の
約
１

０
０
作
が
載
っ
て
い
ま
す
。
描

き
始
め
る
と
夢
中
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
１
作
品
約
１
時
間

で
完
成
し
ま
す
」
と
長
年
持
ち

続
け
た
絵
画
制
作
の
夢
を
叶
え

た
奥
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。

あ
ふ
れ
る
創
作
意
欲

　
「
ま
だ
ま
だ
作
品
に
し
た
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
の
詩
画
集
に
は
只
見
川
の

冬
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
幾

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
度
は
只

見
川
の
四
季
を
追
っ
て
描
い
て

み
た
い
。
色
紙
画
や
絵
手
紙
の

他
に
も
版
画
等
に
も
挑
戦
し
て

み
た
い
」
と
奥
さ
ん
は
色
紙
に

「
な
ん
と
か
な
る
さ
」
と
心
情

を
つ
づ
っ
た
作
品
を
手
に
話
し

ま
す
。

　

詩
画
集
「
青
い
空
が
見
た
い

か
ら
」
は
各
地
区
公
民
館
や
ゆ

う
ゆ
う
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

心打つ作品が並ぶ詩画集

150

生涯学習のマスコット
マナビィくん

雪
ま
つ
り
会
場
内
で
開
催

町
内
小
中
高
校
生
の
思
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い

第
11
回
金
山
町
文
化
協
会

総
合
発
表
会

▼
期
日　
３
月
６
日（
土
）

▼
会
場　
御
神
楽
館
（
本
名
）

▼
開
催
時
間

•
ス
テ
ー
ジ
発
表　

　

午
後
12
時
10
分
〜
午
後
３
時

•
展
示

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

•
茶
の
湯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
内
容

　

日
本
舞
踊
・
大
正
琴
・
謡
曲

等
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
書
道
・

俳
句
・
短
歌
・
水
墨
画
・
写
真

等
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
な
た
で
も
味
わ
え

る
茶
の
湯
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
ま
す
。
町
文
化
協
会
に
加

盟
す
る
18
団
体
の
年
間
活
動
の

締
め
く
く
り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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